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４　公益財団法人報恩同志会の組織強化を図る。

５　地区連合会及び分会の組織・運営状況を把握し、意識改革を促すと共に、組織強化を
　図る。

７　新年交礼号を発行し、会員相互の賀詞と親睦を図る。（一家族でも多く交礼号に加入
　するように呼び掛ける。）

８　慈善事業の一環として「年末助け合い募金」及び「古切手収集」を行い、関係機関を
　通じて、恵まれない人たちへ愛の支援を行う。
　（年末助け合い募金は１２月１日～２３日で実施、古切手収集は年間を通じて実施）

（３）十一面観音・首無地蔵尊参拝清掃　東部・湘南地区 　６月２１日（日）

２　各地区の分会においては、原則８月を除く毎月、修養講演会及び座談会を開催する。
　　また各地区青年部においては、修養講演会及び座談会を積極的に開催する。

６　修養誌「修養」を定期的に刊行する。

（13）恩師法得武田弥三先生第７７回忌ご法要 　１月１７日（日）

（15）印西市長表敬訪問 　１月を予定　　　

（16）青年部総会開催 　２月１４日（日）

１　道場において、８月を除く毎月１０日、１４日、２０日、２４日の４日間修養講演
　会を開催する。（ただし１４日若しくは２０日の何れかを直近の日曜日とする。）

　○　子供連れでの参加を呼び掛ける。

３　主要行事

　５月３１日（日）（２）評議員会開催

（１）理事会開催
　　　毎月９日に開催する。

　○　各分会の出欠状況を把握し、その結果を基に動向を探り検討し、本部としての行
　　動、支援方法を考える。

　○　子供連れでの参加を呼び掛ける。

　　　　　　　　　　　令和８年度事業計画
　
　令和８年度の事業計画を次のとおり策定しました。

令 和 ８ 年 度 事 業 計 画

自　令和８年４月１日　　至　令和９年３月３１日

（４）法運先生胸像参拝及び雨竜町表敬訪問（代表の訪問） 　６月を予定　　　

（５）全国分会長会議開催 　６月２８日（日）

（８）橋本先生修養講演会　富士地区 １０月　３日（土）

（17）第４回春祭り開催 　３月２８日（日）

（６）勤労奉仕：布団乾燥　富士地区 　７月２６日（日）

（７）恩師法運小林幸太郎先生第８９回忌ご法要 　８月　２日（日）

（９）十一面観音・首無地蔵尊参拝清掃　富士地区 １０月　４日（日）

１１月　１日（日）

（14）全国門弟総会・門弟勉強会開催 　１月３１日（日）

（10）道場勤労奉仕：大掃除 １０月１１日（日）

（12）橋本先生修養講演会　静岡地区

（11）橋本先生修養講演会　東部・湘南地区

１１月　８日（日）
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11　明るい社会を構築するため、この教えを一人でも多くの人たちに聞いていただける
  様に努力する。

（１）青年部に関心を持ち「青年の日」の道場修養会（年３回）に積極的に参加するよう
　　に呼び掛ける。

（２）子供を道場に連れてくるように呼び掛ける。

（３）み教えの理解を深めるためのイベントを計画する。

（１）道場中心の教えであることを心に留めて、少なくとも月１回は道場に足を運ぶよう
　　に呼び掛ける。

（２）道場、地区修養会・座談会と数多くの修養の機会を持って頂くように努力する。

12　ホームページを活用して、不特定多数の方に聴講を呼び掛ける。

令 和 ８ 年 度 青 年 部 行 事 計 画

（３）地区修養会の充実を計り、道場中心の教えに結び付けるように努力する。

令和　９年 　２月１４日（日）　３月１４日（日）

１２月２０日（日）

自　令和８年４月１日　　至　令和９年３月３１日

１　青年の日
　〇　令和８年　４月１９日（日）　富士地区
　〇　令和８年１０月１８日（日）　静岡地区
　〇　令和９年　２月１４日（日）　東部・湘南地区

２　青年部総会
　〇　令和９年　２月１４日（日）　青年の日の行事終了後開催

３　レクリェーション大会
　○　令和８年　５月１７日（日）　沼津散策（道場発着イベント）
　〇　令和８年　９月２７日（日）　クリーン大会
　〇　令和８年１１月２９日（日）　鎌倉散策

４　十一面観音・首無地蔵尊参拝清掃
　〇　令和８年　６月２１日（日）　東部・湘南地区
　〇　令和８年１０月　４日（日）　富士地区

５　幹事会

令和　８年 　４月１９日（日）　６月１４日（日）　７月２０日（日）　

　９月１３日（日）１０月１８日（日）１１月１５日（日）

（７）地域との連携を強化する。

（６）会の紹介パフレットを作製して活用する。

（４）地区連合会・各分会は、実情にあった道場団体修養を計画し、参加を呼び掛ける。

（５）各分会で、より多くの家族の入会を呼び掛ける。

９　法運小林幸太郎先生のご事跡顕彰について、北海道雨竜町及び千葉県印西市関係者と
　の連携を深め推進する。

10　青年部の育成については、積極的に推進する。


